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出雲市農業委員会（第３期）第４回総会 議事録 

 

「農業委員会等に関する法律」第２７条第１項の規定に基づき会長が総会を招集。 

 

１ 日時  令和５年(2023)１１月２７日（月）午後２時３０分から午後３時５０分 

 

２ 場所  出雲市役所 ３階 庁議室 

 

３ 出席委員（２４名） 

  大梶 泰男  岡田 征記  河原 昭紀  持田 守夫   若槻 博美   

  江角 昭夫  佐藤 文男  松本 尚幸  岸 勝    石飛 忠宏   

  今岡 充   松井 幸男  八幡 みさこ 伊藤 猛   常松 守男  

  天野 明浩  森山 亮二  勝部 守   立石 行雄  湯浅 道行   

  伊藤 美樹  佐野 芳夫  嘉本 良市  水 壯    

   

４ 欠席委員（０名） 

 

  

５ 提出議題 

⑴  報告事項 

報第６号 会長専決処分の報告 

報第７号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報第８号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報第９号 農地法第４３条第１項の規定による届出について 

 

⑵  議案審議 

議第１２号  農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画の決定について 

議第１３号  農地法第３条の規定による許可の決定について 

議第１４号  農地法第４条の規定による許可の決定及び承認について 

議第１５号  農地法第５条の規定による許可の決定及び承認について 

議第１６号  農地転用事業計画変更申請決定について 

議第１７号  農地法第５条から３条への事業計画変更申請決定について 

議第１８号  非農地証明について 

 

 会長あいさつ 
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６ 議事  

会長が議長を務め、総会の開会を宣する。出席者が過半数を超え会議の成立を宣する。 

署名委員に８番松本尚幸委員、９番岸勝委員を指名する。 

 

議  長   それでは、お手元の次第にしたがって進行いたします。報告事項、報第６

号会長専決処分の報告、報第７号農地法第１８条第６項の規定による通知に

ついて、報第８号農地法第３条の３第１項の規定による届出について、報第

９号農地法第４３条第１項の規定による届出について、を一括して報告しま

す。 

第３回総会で承認いたしました案件で、島根県農業会議に意見を聴く案件、

農地法第４条１件、第５条９件、事業計画変更 1 件については、島根県農業

会議第９２回常設審議委員会に諮問し、許可相当との答申をいただいており

ます。そのため、常設審議委員会における決定日の１１月１０日付けで許可

決定しております。以上、報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第７号農地法第１８条第６項の規定による通知について、事務

局から報告をお願いします。 

 

和泉主事   それでは、報第７号 農地法第１８条第６項の規定による通知について説

明します。農地の賃貸借の解約等は、原則的に県知事の許可が必要ですが、

農地法第１８条第１項第２号で、貸し手と借り手の合意による解約が、その

農地の引渡しの期限前の６ヶ月以内に成立した旨が書面において明らかな場

合は契約終了の手続きができます。報告事項の１ページから２ページをご覧

ください。今月は受付番号７７番から８６番の１０件の通知がありました。

内訳としては、耕作者変更のためが１件、転用申請のためが６件、農地法第

３条申請のためが１件、契約内容の変更のためが１件、借り人の都合が１件、

となっています。農地の引渡しの時期が、解約の合意の成立後６ヶ月以内で

あることを書面で確認しており、県知事の許可を要しないものと考えます。

以上報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第８号農地法第３条の３第１項の規定による届出について、事

務局から報告をお願いします。 

 

和泉主事   それでは、報第８号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について、

ご説明いたします。農地法第３条の３において、「相続」や、「時効取得」な
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どの、農地法の許可を要しない権利取得につきましては、権利を取得した者

は、農業委員会にその旨を届出しなければならないこととされています。第

４回総会報告事項の３ページから１６ページをご覧ください。この届出の先

月受付分は、受付番号１６６番から１９２番までの２７件でした。権利の取

得事由は、２７件全てが「相続」によるものでした。市外在住の相続人から

の届出などについて備考欄に記載しております。受付番号１６８番と１６９

番、受付番号１７２番と１７３番、受付番号１７８番と１７９番、はそれぞ

れ関連する届出です。受付番号１８０番について、備考欄に、内ため池、内

畑、内山林と書いてありますが、登記簿上にこのような表記で残っているた

め記載をしています。内ため池、内山林と記載のある筆について、実際の農

地として使用される面積は、登記面積から備考欄に記載している面積を引い

たものになりますが、議案としては、登記簿上の面積となります。受付番号

１６６番、１６９番、１７２番、１７３番、１７７番について、備考欄に持

分の割合が書いてありますが、これは被相続人からそれぞれ記載のとおり、

の割合の権利を相続されました。受付番号１７０番、１７７番、１８２番、

１８７番は、あっせん希望がありましたので、それぞれ担当農業委員さんに

相談をしています。なお、本届出の受理通知は、届出書の到達があった日か

ら４０日以内とされております関係上、１１月１０日付けで通知を出してお

ります。以上、報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第９号農地法第４３条第１項の規定による届出について、事務

局から報告をお願いします。 

 

後藤副主任  報第９号について、ご説明いたします。報告事項の１７ページから２１ペ

ージをご覧ください。今月は、１件の届出がありました。まず、制度につい

て簡単にご説明します。通常は、農業用ビニールハウス内の底面をコンクリ

ートにする場合は、転用許可を受けなければなりませんが、平成３０年の法

改正により「農作物栽培高度化施設」として一定の基準を満たす施設につい

ては、事前に農業委員会に届出を行うことで農地としての扱いのまま転用許

可なく設置できるようになりました。この一定の基準とは、施設の棟高が８．

０ｍ以内、軒高が６．０ｍ以内であるといった高さの基準や日光を通さない

素材のビニールハウスの場合は、隣の農地に日影を生じさせないといったも

のがあります。農業委員会としては、この施設に対して毎年の農地パトロー

ル等で現地確認をすることになります。現地確認では、届出内容のとおり使

用されているか確認し、計画に則した状態でない場合は指導の対象になりま

す。それでは、個別の案件についてご説明いたします。報告事項１７ページ
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の受付番号３番です。場所は稗原町で、案内図は１８ページです。稗原町の

田２筆です。建築予定の施設は長さ２２．０ｍ、間口６．５ｍ、棟高３．６

ｍ、軒高１．６ｍのビニールハウスが２棟です。ビニールハウスの面積は合

計で２８６．００㎡です。ビニールハウスの屋根及び壁面は光を通さない素

材です。建築後は菌床生シイタケを生産する計画です。施設の内部には、菌

床シイタケの栽培棚を片方は１３個×４列、もう片方は１５個×４列、また

空調設備等を設置する計画です。今回の届出により、農地として扱われるこ

とになるため、固定資産税は農地として課税されることになります。本届出

の受理通知は、届出書の到達があった日から２週間以内とされております関

係上、事務局で内容を確認し、要件を満たすものとして１０月２６日付で通

知を出しています。以上、報告といたします。 

 

議  長   報告事項について、一括して報告をいたしましたが、ご質問はございませ

んか。 

 

議  長   質問は無いものと認めます。 

 

議  長   続いて、議第１２号農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画の

決定について、を議題といたします。農業振興課打田係長から内容について、

説明をお願いします。 

 

打田係長   それでは、議第１２号農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画

の決定についてご説明いたします。農業経営基盤強化促進法の規定により、

市は、農業委員会において「農用地利用集積計画」を決定していただくこと

となっておりますので、本案件の適否について、今総会でのご判断をお願い

いたします。それでは、１１月３０日公告予定の集積計画の概要をご説明い

たします。お手元の農用地利用集積計画の２ページをご覧ください。まず、

賃借権の設定についてです。２ページ上の【利用権設定合計】とあります表

の「賃借権」の行をご覧ください。設定の合計は２５筆、６６，６９７㎡、   

うち新規の設定が６筆、２７，７５８㎡、再設定が１９筆、３８，９３９㎡  

です。この内訳は、同じ２ページの【別表①】の表の「総計」の欄の一番下

の「合計」の欄をご覧ください。相対分の合計が、２０筆、５９，３９６㎡、   

中間管理事業分の合計は、５筆、７，３０１㎡ となっており、すべて中間

管理事業一括方式分、となっております。続きまして、使用貸借権の設定で

す。２ページ上の【利用権設定合計】とあります表の「使用貸借権」の行を

ご覧ください。設定の合計は１９筆、１１，９６８㎡、うち新規の設定が５
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筆、２，２６３㎡、再設定が１４筆、９，７０５㎡です。この内訳につきま

しては、３ページの【別表②】の「総計」の欄の一番下の「合計」の欄をご

覧ください。相対分の合計が、３筆、１，３２３㎡、中間管理事業分の合計

が、 １６筆、 １０，６４５㎡ となっており、すべて中間管理事業一括

方式分、となっております。今月のすべての利用権設定の合計は、２ページ

上の【利用権設定合計】とあります表の「総計」の欄の「合計」の行をご覧

ください。４４筆、７８，６６５㎡です。その他、詳細な設定内容につきま

しては、４ページ以降の各筆明細に掲載しておりますが、その中で、４ペー

ジ一番上の番号１１００の３４につきましては、島根県有地である出雲農林

高校の圃場跡地をＪＡしまねが借り受け、ぶどうのハウス団地を造成し、研

修用施設として活用するものです。また、今月は所有権の移転がございます

ので、ご説明いたします。１０ページの表と、１１ページの「総括表」を合

わせてご覧ください。農業経営基盤強化促進法の規定により、島根県が指定

する農地中間管理機構である「公益財団法人しまね農業振興公社」は、農地

を所有者から買い入れ、中間保有した後、担い手である農家へ売り渡します。 

この事業を活用して所有権移転を行うと、農地の出し手、受け手ともに税制

上の優遇措置を受けることができ、担い手への集積が効率的に促進されます。 

今月の所有権移転の合計は３筆、２，１２８㎡です。以上、今月の申請の案

件は、出雲市における基本構想に適合するとともに、権利者及び利用権の設

定等を受けた者が、経営農地のすべてを効率的に利用し、必要な農作業に常

時従事するものとして作成したものです。説明は、以上でございます。 

 

議  長   先ほど事務局から説明のありました案件についてご質問、ご意見はござい

ませんか。 

 

石飛委員   議席番号１０番の石飛です。内容等についてではないのですが、設定する

利用権の賃借料の中で、１０ａあたりの金額が記載されています。年に１度

賃借料を公表する際、これらの数字を積み上げていけば参考になるのではな

いでしょうか。 

 

打田係長   ありがとうございます。基本的に賃貸借については、金額を、使用貸借に

ついては、畑地とかいちじくとかいった記載しかしていませんが、可能な限

り分かりやすく、システムの問題もありますが、検討していきたいと思いま

す。 

 

阿川事務局長 補足ですが、備考欄に金額が記載してあります。使用貸借は０円なので、
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金額を記載していません。賃貸借の場合のみ金額が記載してあります。この

金額を積み上げて、年１度公表する賃借料の公表資料としています。 

 

議  長   他にご意見、ご質問はありませんか。 

 

議  長   質問、意見は無いものと認めます。そういたしますと、議第１２号につい

て承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。よって、議第１２号について承認します。 

 

議  長   次に、議第１３号農地法第３条の規定による許可の決定について、を議題

といたします。事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

和泉主事   それでは、議第１３号農地法第３条の規定による許可の決定について、

ご説明いたします。第４回総会議案の１ページの左側の欄をご覧ください。

今月は、所有権移転の申請が１５件ありました。個別の事案についてご説

明いたします。２ページから３ページをご覧ください。受付番号９２番に

ついて説明します。譲渡人は、高齢による労力不足のため、近隣居住者で

ある受人に譲渡するものです。所有権移転後は、受人が野菜を栽培される

計画です。 

つづいて、受付番号９３番について説明します。譲渡人は、労力不足の

ため、近隣居住予定者である受人に譲渡するものです。所有権移転後は、

受人が野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号９４番について説明します。譲渡人は、住居移転に

よる耕作不便のため、近隣居住者である受人に譲渡するものです。所有権

移転後は、受人が野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号９５番について説明します。譲渡人は、県外在住に

よる耕作不便のため、譲渡人の親戚で従来からの耕作者である受人に譲渡

するものです。所有権移転後は、受人が野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号９６番について説明します。譲渡人は、高齢による

労力不足のため、近隣居住者である受人に譲渡するものです。所有権移転

後は、受人が野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号９７番について説明します。譲渡人は、県外在住に

よる耕作不便のため、従来からの耕作者である受人に譲渡するものです。
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所有権移転後は、野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号９８番について説明します。譲渡人は、高齢による

労力不足のため、近隣居住者である受人に譲渡するものです。所有権移転

後は、受人が畑として利用し野菜を栽培される計画です。 

受付番号９９番について説明します。譲渡人は、労力不足のため、近隣

農地耕作者である受人に譲渡するものです。所有権移転後は、受人が隣接

する自己所有地と一体的に野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号１００番について説明します。譲渡人は、県外在住

による耕作不便のため、近隣宅地購入者である受人に譲渡するものです。

受人の住所は市外ですが、申請地に隣接する空き家をリフォームしながら

別荘として利用され、毎週末通って耕作するとのことです。所有権移転後

は、受人が野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号１０１番について説明します。譲渡人は、耕作面積

が狭小なことによる耕作不便のため、近隣農地耕作者である受人に譲渡す

るものです。所有権移転後は、受人が隣接する自己所有地と一体的に野菜

や果樹を栽培される計画です。 

つづいて受付番号１０２番について説明します。譲渡人は、労力不足の

ため、近隣農地耕作者である受人に譲渡するものです。所有権移転後は、

受人が隣接する自己所有地と一体的に果樹を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号１０３番について説明します。譲渡人は、労力不足

のため、譲渡人の親戚であり、申請地近隣で民宿を営んでいる受人に譲渡

するものです。受人は申請地に隣接する宅地を購入し、民宿の規模拡大を

計画されており、所有権移転後は、その民宿で提供する野菜を栽培される

計画です。 

つづいて、受付番号１０４番について説明します。譲渡人は、労力不足

のため、近隣居住者である受人に譲渡するものです。所有権移転後は、野

菜や果樹を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号１０５番について説明します。譲渡人は、高齢によ

る労力不足のため、譲渡人の孫である受人に譲渡するものです。所有権移

転後は、受人が野菜を栽培される計画です。 

つづいて、受付番号１０６番について説明します。譲渡人は、申請地に

隣接する市道の拡幅工事により耕作面積が狭小となったことによる耕作
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不便のため、近隣農地耕作者である受人に譲渡するものです。所有権移転

後は、受人が隣接する自己所有地と一体的に野菜を栽培される計画です。 

以上、受付番号９２番から１０６番については、４ページから６ページ

の調査書に記載しておりますとおり、農地法第３条２項各号 不許可には

該当しないため、許可要件のすべてを満たすと考えます。説明は以上です。 

 

議  長   先ほど事務局から説明のありました案件についてご質問、ご意見はござ

いませんか。 

 

議  長   質問、意見は無いものと認めます。そういたしますと、議第１３号につい

て承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。よって、議第１３号すべての案件について承認しま

す。 

 

議  長   次に、議第１４号農地法第４条の規定による許可の決定及び承認について、

を議題といたします。事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

三木係長  それでは、議第１４号農地法第４条の規定による許可の決定について、ご説

明いたします。議案の１ページをご覧ください。今月は、４件の申請があり

ました。議案書は７ページ、参考資料は１ページから８ページをご覧くださ

い。今月は、１２月に開催予定の第９３回常設審議委員会に諮問する予定の

案件はありません。また、説明案件もありません。今月は追認の案件が２件

あります。受付番号３７番の案件は、平成４年頃から宅地の一部として利用

していたものです。受付番号３８番の案件は、平成２５年頃から宅地の一部

として利用していたものです。申請は事後になりましたが、悪意はないもの

と判断しています。転用許可基準は満たしており、事業者には始末書の提出

を受け、農地法に違反することのないよう指導しております。以上、受付番

号３７番から４０番については、農地法に規定する不許可の要件には該当し

ないものと認められます。説明は以上です。 

 

議  長   ご質問、ご意見はございませんか。 

 

山田次長   前回の総会で説明事項の基準について、ご質問がありましたので、今回の
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総会から説明資料の表紙に説明案件の基準を記載させていただいていますの

で、ご確認ください。 

 

議  長   他にご意見、ご質問はありませんか。 

 

議  長   質問、意見は無いものと認めます。それでは、議第１４号農地法第４条の

規定による許可の決定及び承認について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。よって議第１４号の全案件を許可相当とし、許可の

決定及び承認いたします。 

 

議  長   次に、議第１５号農地法第５条の規定による許可の決定及び承認について、

及び関連がございますので、議第１６号農地転用事業計画変更の決定につい

て、を議題といたします。事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

後藤副主任  議第１５号について、ご説明いたします。議案書の８ページから１２ペー

ジ、説明資料の１ページから３０ページ、参考資料の９ページから４８ペー

ジをご覧ください。今月は、所有権の移転が２７件、使用貸借権の設定が３

件の合計３０件の申請がありました。議案書欄外左に丸印をつけている３件

について、１２月に開催予定の第９３回常設審議委員会に諮問する予定です。 

それでは、個別の案件についてご説明いたします。議案書８ページの受付

番号１７８番です。説明資料の１ページから３ページをご覧ください。転用

場所は大津町の田２筆です。案内図は２ページです。転用目的は、宅地分譲

です。面積は、転用面積・所要面積ともに２，０５３.００㎡です。権利の種

類は、所有権の移転です。農地区分は、第３種農地です。許可該当条項は、

農地法施行規則第４４条第３号の「用途地域」に該当します。事業計画につ

いてご説明いたします。事業者は市内で宅地建物取引業を営んでいる法人で

す。この度、利便性の高い申請地を整備し、宅地分譲地として利用する計画

です。資金計画については、所要資金額が５０００万円で、これに対する資

金調達は全額借入金の計画であり、証明を確認しています。 

つづいて、議案書８ページの受付番号１８３番です。説明資料の４ページ

から６ページをご覧ください。転用場所は佐田町反辺の田３筆です。案内図

は５ページです。転用目的はＷＣＳ置場です。面積は転用面積が１，６３５

㎡、所要面積が１，６８３.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。

農地区分は、農用地区域内農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項

ただし書きの「農業用施設」に該当します。事業計画についてご説明いたし
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ます。事業者は近隣で酪農業などを営んでいる法人です。この度、経営する

店及び牧場に近く利便性の高い申請地を整備し、ＷＣＳ置場として利用する

計画です。資金計画については、所要資金額が５０万円で、これに対する資

金調達は全額自己資金の計画であり、証明を確認しています。 

つづいて、議案書９ページの受付番号１８４番です。説明資料の７ページ

から９ページをご覧ください。転用場所は多伎町口田儀の田１筆です。案内

図は８ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面積・所

要面積ともに２，５９６.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。農

地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号の

「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。市内で太陽

光発電事業を行っている法人です。この度、９号線沿いで利便性の高い申請

地を整備し、太陽光発電所用地として利用する計画です。資金計画について

は、所要資金額が１１１３万円で、これに対する資金調達は全額自己資金の

計画であり、証明を確認しています。なお、この後の説明案件７件は今説明

した件と同じ事業計画者であるため一部省略して説明します。なお、説明案

件ではない５件を含めた１３件を合計した金額以上の資金があることを証明

で確認しています。 

つづいて、議案書９ページの受付番号１８５番です。説明資料の１０ペー

ジから１２ページをご覧ください。転用場所は湖陵町三部の畑１筆です。案

内図は１１ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面積・

所要面積ともに１，４７１.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。

農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号

の「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。この度、

道路沿いで管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地とし

て利用する計画です。 

つづいて、議案書９ページの受付番号１８８番です。説明資料の１３ペー

ジから１５ページをご覧ください。転用場所は湖陵町二部の畑３筆です。案

内図は１４ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面積・

所要面積ともに１，０２１.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。

農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法施行規則第４５条第

２号の「公共５００」に該当します。事業計画についてご説明いたします。

この度、管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地として

利用する計画です。 

つづいて、議案書９ページの受付番号１８９番です。説明資料の１６ペー

ジから１８ページをご覧ください。転用場所は湖陵町二部の畑１筆です。案

内図は１７ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面積・
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所要面積ともに１，１６９.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。

農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号

の「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。この度、

管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地として利用する

計画です。 

つづいて、議案書９ページの受付番号１９０番です。説明資料の１９ペー

ジから２１ページをご覧ください。転用場所は湖陵町大池の畑２筆です。案

内図は２２ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面積・

所要面積ともに１，８４５.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。

農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号

の「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。この度、

管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地として利用する

計画です。 

つづいて、議案書１０ページの受付番号１９２番です。説明資料の２２ペ

ージから２４ページをご覧ください。転用場所は湖陵町大池の畑３筆です。

案内図は２３ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面

積・所要面積ともに１，１０４.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転で

す。農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第

２号の「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。この

度、管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地として利用

する計画です。なお、申請地の西側にある太陽光発電所は転用事業者が管理

している発電所の１つになります。 

つづいて、議案書１０ページの受付番号１９５番です。説明資料の２５ペ

ージから２７ページをご覧ください。転用場所は湖陵町大池の畑１筆です。

案内図は２６ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面

積・所要面積ともに２，１１３.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転で

す。農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第

２号の「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。この

度、管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地として利用

する計画です。 

つづいて、議案書１０ページの受付番号１９６番です。説明資料の２８ペ

ージから３０ページをご覧ください。転用場所は湖陵町大池の畑２筆です。

案内図は２９ページです。転用目的は、太陽光発電所です。面積は、転用面

積・所要面積ともに２，０７３.００㎡です。権利の種類は、所有権の移転で

す。農地区分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第

２号の「非改良」に該当します。事業計画についてご説明いたします。この
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度、管理する既存施設に近い申請地を整備し、太陽光発電所用地として利用

する計画です。その他の案件については、議案書及び参考資料でご確認くだ

さいますようお願いいたします。説明は以上です。 

つづいて、議第１６号について、ご説明いたします。議案書は１３ページ、

参考資料は１３ページから１４ページ、３１ページから３２ページ、３９ペ

ージから４０ページ、４７ページから４８ページをご覧ください。今月は、

所有権の移転が３件、使用貸借権の設定が１件の合計４件の申請がありまし

た。なお、今回の４件は全て先に説明を行った議第１５号の関連案件です。

そのため、単独での案件はありません。以上、議第１５号の３０件及び議第

１６号の４件については、いずれも農地法に規定する不許可・不承認の要件

には該当しないものと認められます。説明は以上です。 

 

議  長   先ほど事務局から説明のありました案件についてご質問、ご意見はござい

ませんか。 

 

佐藤委員   議席番号７番の佐藤です。今月の５条申請は太陽光発電が多いですが、多

分現場の状況も耕作放棄地やそれに近い状態でなかなか耕作できない農地で

業者が太陽光発電で使いたいということだと思います。今回２種農地、３種

農地で太陽光発電を計画されていると思いますが、１種農地での太陽光発電

は違う要件があったのでないかと思います。太陽光発電が許可できる要件に

ついて説明してください。新しい農業委員もいらっしゃるので、お願いいた

します。 

 

後藤副主任  太陽光発電について質問をいただきましたので回答します。営農型発電と

そうでないものとの取扱いについてご質問をいただきました。まず、太陽光

発電の転用については大きく分けて２種類ありまして、通常の太陽光発電の

転用と営農型太陽光発電での転用があります。通常の太陽光発電の転用につ

いては通常の転用として取り扱いを行います。なお、原則として第１種農地

については転用許可が不可とされています。営農型太陽光の転用とは、支柱

部分を一時転用という形で転用を行い、残りの部分では太陽光パネルの下で

営農を行うという形態のことを言います。この場合は通常の太陽光発電では

認められていない農地転用の制限がかかっている農用地区域内の農地や第１

種農地でも太陽光発電の許可を出すことができます。その代わり、一時転用

であるため期間満了時や事業終了時には農地への復旧が必要です。なお、通

常の一時転用と比べ、期間が最長３年ではなく１０年間であり、一時転用で

は３年を超える期間延長は認められていませんが、この営農型太陽光発電で
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の一時転用は再度許可を取れば期間を延長することが可能です。出雲市では、

この営農型発電の転用については上津で一件許可の実績があります。もう一

つこれまでの設置事例で問題となっているような事例があるかどうかについ

て質問をいただきましたが、現在までのところで農地転用での太陽光発電に

ついて問題が発生したという報告は出雲市ではありません。全国的には太陽

光発電を貸借した土地に設置し、貸借期間が終了してもそのまま設置した太

陽光発電施設を放置し所有者が困っているという事例がありますが、今回の

申請分では所有権移転を伴う転用であるためその点で現在の農地所有者に対

して問題になることはないと考えます。なお、周辺の土地所有者に対して今

回の転用について説明を行っていることを添付資料にて確認しています。 

 

議  長   他にご意見、ご質問はありませんか。 

 

水委員    議席番号２４番の水です。太陽光発電の案件が非常に多いですが、いきさ

つがわかれば教えていただきたいのですが。もう一つ、議案書の１１ページ

１９９番の案件は説明案件ではありませんでしたが、参考資料の３３ページ、

３４ページの図面も併せてみると、転用全体面積と記載がありますが、実際

の転用する面積はいくらになるのでしょうか。 

 

山田次長   今月の申請は、同じ事業者が多くの場所で太陽光発電を行う申請がでてい

ます。この件は、たまたまこのタイミングで申請されていますが、最近太陽

光発電に関する相談が多く寄せられています。聞いたところによりますと、

国の施策として再生可能エネルギーの割合を増やすという方針が示されてい

るようです。そのため中国電力が発電事業者に対し、再生可能エネルギーの

供給を増やすよう要請しているという話があるようです。出雲市では、まと

めて出たのが今月ということですが、島根県内でも今年に入ってから太陽光

発電の申請が増えているようです。申請されているのが、２種農地、３種農

地ということで、事業者も１種農地での申請は難しいというのを承知されて

おり、申請できる場所をさがして申請されているようです。そのため、湖陵

地域や多伎地域での申請が多くなる傾向にあります。今後もこれほど多くと

いうことではないかと思いますが、引き続き、太陽光発電の申請がでるので

はないという感触を持っています。 

 

水委員    たまたま今回同一事業者がまとめて申請されたということですね。 

 

後藤副主任  続けて失礼します。１９９番の申請について、ご説明します。案内図では
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わかりにくかったかと思いますが、既存宅地が隣接しており、農地は主に来

客用駐車場になるのですが、全体面積の一部の農地が転用されるということ

になります。資料では「全体転用面積」と記載していますが、「事業面積」の

方が適切だったと思います。訂正をお願いします。 

 

議  長   他にご意見、ご質問はありませんか。 

 

常松委員   議席番号１５番の常松です。農業者として、一言申しあげたいのですが、

こうやって非耕作地がどんどん太陽光パネルの設置が許可されていくと、県

外では放置されて、管理されないまま有害物質が流れ出るという問題が起き

ている訳です。他にも懸念しているのは、設置した法人がなくなることもあ

ることもあると思いますが、その後放置された時の対策は、周りが田んぼと

いう場所もあると思いますが、太陽光パネルが劣化して周りに流れ出る可能

性があることについて、どのようにお考えですか。 

 

山田次長   十分なお答えになるかわかりませんが、全国的に問題になっているのが、

貸し借りをしている農地で、期間が終了しても放置したまま事業者が逃げて

しまうケースがあります。今回の申請は、事業者が用地を取得して事業を行

う計画なので、この点は心配ないかと思います。さきほど常松委員さんがお

っしゃったように、事業者が放置するケースことも心配されるところかと思

います。現在のところ、このような場合、例えば行政が後片づけを行うよう

な制度はありません。国としては、再生可能エネルギーの推進ということも

ありますので、太陽光発電を規制するような状況ではありません。ただ、近

年農地を使って太陽光発電を行うケースも増えてきています。現在は対策と

してはないところですが、県から太陽光発電に関する調査もありますので、

そういった機会を捉えて、問題提起なり、対策を求めるようにしていきたい。 

 

石飛委員   議席番号１０番の石飛です。今回申請があった場所は私の地域ですので、

説明させていただきます。申請地はほとんどが畑です。見た目は畑か雑種地

か山なのかわからない状況です。この状況でだめですなどというと、地権者

からは、「私の土地について、何をいうのか。」といわれる位、言い方は悪い

かもしれませんが、死んでいる土地なのです。事業者や行政書士が私に相談

に来られた際には、必ず隣近所には説明してください。近所の方がいいと言

われたらやってください、とお話ししています。今月申請が出ているもの以

外に１～２件近所の同意がないため、返しています。その件はまたでるかも

しれません。その申請地に田がありましたが、周りの田の所有者に説明に行
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ったら、私の田も買ってほしいと言われたそうです。とにかく、私のところ

にこられた際は、チェックして、周り近所に迷惑をかけることにないように

必ず説明してもらうようにしています。 

 

議  長   他の委員さんもそういった相談等があるかと思いますので、参考にしてい

ただければと思います。他にご意見、ご質問はありませんか。 

 

持田委員   議席番号４番の持田です。１８３番について、説明資料の６ページの図面

で７３０－２のところには、丸がついていませんが、これは転用済というこ

とでしょうか。 

 

後藤副主任  間に雑種地があります。 

 

持田委員   農地は３筆で間違いありませんか。 

 

後藤副主任  間違いありません。 

 

議  長   他にご意見ご質問はありませんか。 

 

議  長   質問、意見は無いものと認めます。そういたしますと、議第１５号及び議

第１６号についてについて承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。よって、議第１５号及び第１６号を許可相当とし、

許可決定及び承認いたします。 

 

議  長   次に、議第１７号農地法第５条から３条への事業計画変更申請決定につい

て、を議題といたします。事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

和泉主事   それでは、議第１７号農地法第５条から３条への事業計画変更申請につい

て、ご説明いたします。第４回総会議案の１４ページ、参考資料の４７ペー

ジから４８ページをご覧ください。権利の移転・設定を伴わない計画変更が

１件提出されております。受付番号１番について説明します。本件は、先ほ

ど決定いただいた農地法第５条申請の受付番号２０６番、および農地転用事

業計画変更の受付番号２９番と関連する案件です。申請場所は、参考資料の

住居建設予定地の南側に隣接する農地です。当初計画者は、倉庫を建てる計

画で、昭和５９年に１筆、昭和６１年に１筆の合計２筆の５条の転用許可を
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受けられました。しかし、倉庫を建設する必要がなくなったため、建てるこ

となく現在に至ります。この度、以前５条許可を受けた２筆を１筆に合筆さ

れましたが、再度２筆に分筆され、当該地は当初計画者がそのまま農地とし

て耕作するため今回申請されたものです。当初計画者は、申請地で野菜を栽

培される計画です。以上、受付番号１番については、１４ページ下の調査書

に記載しておりますとおり、農地法第３条２項各号 不許可には該当しない

ため、許可要件のすべてを満たすと考えます。説明は以上です。 

 

議  長   ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   質問、意見は無いものと認めます。それでは、議第１７号農地法第５条か

ら３条への事業計画変更申請について承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。よって議第１７号の案件を承認いたします。 

 

議  長   それでは、議第１８号非農地証明について、を議題といたします。事務局

から内容について、説明をお願いします。 

 

高木行政専門員  それでは議第１８号、非農地証明の申請について説明します。議案書

の１５ページ及び説明資料３１ページから３４ページをご覧ください。今

月は２件の申請がありました。 

受付番号３０番について説明いたします。申請地については議案書１５

ページに載せております。また説明資料の３１ページの位置図及び付近案

内図で申請場所をご確認ください。詳細については、説明資料３２ページ

の現況写真をご確認ください。申請地は溜池と山林に囲まれ軟弱地盤で長

期間耕作をされず、草木が生い茂って原野の状態となっています。現地確

認は１１月７日に森山農業委員、岸推進委員、浜村推進委員、小村推進委

員、事務局職員で行っています。 

つづいて、受付番号３１番について説明いたします。申請地については

議案書１５ページに載せております。また説明資料の３３ページの位置図

及び付近案内図で申請場所をご確認ください。詳細については、説明資料

３４ページの現況写真をご確認ください。申請地は神西湖の隣接で軟弱地

盤で長期間耕作をされず、草木が生い茂って原野の状態となっています。

現地確認は１１月７日に森山農業委員、岸推進委員、浜村推進委員、小村

推進委員、事務局職員で行っています。 

以上２件の申請地は、農業的利用を図るための条件整備の予定はありま
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せん。よって本案件は、非農地証明基準の「やむを得ない事情によって長

期間耕作放棄した土地で、その土地の周囲の状況からみて農地に復元して

も継続して利用することができないと認められる場合」に該当し、農地法

第２条に規定する農地以外のものであるとして非農地証明の対象となるも

のと考えます。説明は以上です。 

 

議  長   担当農業委員さん補足がりましたらお願いします。森山委員さんいかがで

すか。 

 

森山委員   議席番号１７番の森山です。一緒に確認をさせていただきましたが、特に

神西湖の方ですが、大きく水が入るということもありまして、機械が入らな

いということで、長期放置されていて、管理も難しい場所でした。もう一つ

の方も道路と池が一体化しており、機械が全く入れない状態になっていまし

て、非常に管理が難しい場所でした。以上です。 

 

議  長   事務局及び担当農業委員から説明がありましたが、ご質問、ご意見はござ

いませんか。 

 

今岡委員   議席番号１１番の今岡です。３１番について確認をさせていただきたいの

ですが、地図を見る限り、過去に公共投資がされている形状にみえますが、

それについては、公的な事業が入っていないかという点が今回の非農地証明

に問題はないのか教えていただきたいと思います。 

 

高木行政専門員 申請地は写真のような状態になっており、堤防は土地改良事業で改良さ

れていますが、先ほど森山委員のお話にありましたように、水が何センチか

溜まっておりまして、とても農地利用できる状況ではないとして議案にあげ

させえていただきました。 

 

今岡委員   状況として低湿地で耕作できないのはわかりますが、今回判断するにあた

って、ここに公的な事業、資金が投入されているのかいないのか、それをど

う判断されたのかを再度確認させていただきたいと思います。 

 

高木行政専門員 十分な説明かどうかわかりませんが、前回佐藤委員さんからも土地改良

の件でご質問いただきました。その後、事務局でもいろいろ話をさせていた

だいていますが、土地改良事業自体が古いもので、昭和４０年頃から行われ

ており、最近行われたものは８年間の規制がありますが、古いものにつきま
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しては、土地改良事業があったとしても、昭和４０年代とすれば、５０年は

経過していますので、農業委員会としては、ここが農地として判断できるか

ということで非農地と判断させていただいたところです。古い土地改良事業

については、現況で判断させていただくということで、事務局では話をさせ

ていただいたところです。 

 

松本委員   議席番号８番の松本です。指針となるものがあるかどうか。それが、５０

年とか、今土地改良されて８年という話もありましたが、８年経ったらいい

のかという話もでてきます。前段の土地改良が、きちんと事業実施した場合

でもこういったこともありますので、前例として５０年経てば、いいという

前例になってしまう恐れがあるので、その当たりを明確化してほしいという

ことです。 

 

山田次長   今、明確に５０年とかいう基準は設けていません。基本的には、現況をみ

て判断しています。説明資料の３５ページをご覧ください。非農地証明の基

準を下に載せています。神西湖岸の農地は、原因ははっきりしませんが、２

の自然災害を受けた農地ともいえるかもしれません。そういった要素も加味

して判断してはと思います。耕作されない農地も増えてきていますので、あ

る程度整理する必要があるのかなとは思います。 

 

議  長   他にご意見、ご質問はありませんか。 

 

議  長   質問、意見は無いものと認めます。それでは、議第１８号非農地証明につ

いて、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手多数と認めます。よって、議第１８非農地証明について、を承認いた

します。 

 

議  長   予定していた議事は終了しました。 

以上をもって、本日の全ての議事日程を終了いたします。 
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議長が、総会の閉会を宣する。 午後３時５０分 
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